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「道の駅」第３ステージ応援パッケージ
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「道の駅」第３ステージの姿

「道の駅」第3ステージとは

「まち」と「道の駅」が一体で戦略的に連携してコンセプトの実現を成し遂げる取組

「道の駅」単体からまちぐるみの戦略的な取組へ

（概念図の意味）
住民や多様な関係者を含む「まち全体」の視点をもとに、
「まち」と「道の駅」が互いに影響しあい、双方が共通の意志を持って戦略的に取組を実施

〇 第３ステージの取組は、「道の駅」単体でなく、まちぐるみで進める必要

〇 「まち」の目指すものと、「道の駅」の目指すものが合致している必要

〇 戦略的なしかけにより、「まち」と「道の駅」の双方が共通の意志を持って取組を進めることが重要
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「道の駅」第３ステージ応援パッケージの対象「道の駅」の選定要件等（案）

○ 第３ステージのポイントである「まちぐるみの戦略的な取組」の実現に向けて取り組
む自治体と「道の駅」に対し、関係省庁一丸での支援を推進するための制度を構築

【対象】

• 「道の駅」のリニューアルの中で、第３ステー
ジ施策の推進に取り組む自治体

※ 第３ステージ実現のための施設整備や改築等を目的とする
ものを対象とし、単なる施設改修のみのものは対象外

【要件】

• 応募にあたり首長と駅長の連名で『（仮称）
第３ステージ推進計画』を提出すること

• 当該計画には、以下の内容を記載すること

－ まちの目標・目指すべき姿、および、その
中における「道の駅」の役割

－ 想定する具体的な取組内容
※ 方向性ではなく具体的な取組を記載

－ 実現のための連携体制
※ 応募時点で体制が整っていること

【支援内容】 ※ 各現場の希望に応じ組み合わせ

• 関係省庁や派遣アドバイザーにより以下を
実施

－ 重点的な予算配分

－ 柔軟な制度活用のノウハウ提供

－ 行政・「道の駅」・地元による議論のコーディネート

－ まちと道の駅の共通コンセプト立案

－ 顧客データ分析

－ マーケティング手法による経営戦略の提案

－ 具体的取組への意見・提案
【支援期間】

• 3年間

※
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「道の駅」第３ステージ応援チーム

【目的】
〇 「道の駅」第３ステージの推進に必要となる省庁連携での支援のため、各省庁の支
援制度やノウハウの共有を図る。

〇 『「道の駅」第３ステージ応援パッケージ』の運用のため、公募要項等の内容の検討
や、選定に向けた意見・素案を作成する。

【メンバー】

国土交通省

道路局 企画課 評価室

総合政策局 社会資本整備政策課

総合政策局 地域交通課

国土政策局 地方政策課

都市局 市街地整備課

観光庁

参事官（外客受入担当）

観光地域振興部 観光地域振興課

観光地域振興部 観光資源課

国際観光部 国際観光課

内閣官房

新しい地方経済・生活環境創生本部事務局

内閣府

地方創生推進事務局

こども家庭庁

長官官房参事官（総合政策担当）

総務省

自治行政局 地域政策課

農林水産省

農村振興局 地域整備課

農村振興局 都市農村交流課

環境省

大臣官房 地域脱炭素事業推進課
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• 「道の駅」第3ステージ応援パッケージの対象「道の駅」

の選定要件等を確認
本日

• 「道の駅」第3ステージ応援チーム会議で確認

• 「道の駅」第3ステージ推進委員会で確認年度内目途

支援の開始

• 募集を開始１２月中

「道の駅」第３ステージ応援パッケージの対象「道の駅」 進め方（案）

• 対象となる「道の駅」を決定
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「防災道の駅」の取組
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mm 年月日 時分(まで) mm 年月日

輪島（ワジマ） 121
2024/9/21  9:22

(R6.9.21)
73.7

1936/9/15
(S11.9.15)

珠洲（スズ） 84.5
2024/9/21  10:07

(R6.9.21)
73

2007/8/22
(H19.8.22)

地点
これまでの1位の値今回の豪雨

積算解析雨量分布図
（９月２１日００時から９月２３日２４時）

※出典：気象庁HP

月最大２４時間降水量：４１２ｍｍ
(9月21日8時10分から9月22日8時10分まで)

月最大２４時間降水量
（過去最大値との比較）

日最大1時間降水量：121.0mm
(9月21日8時22分から9時22分)

※グラフは毎正時

日最大1時間降水量：84.5mm
(9月21日9時7分から10時7分)

※グラフは毎正時

(mm)

※出典：気象庁HP

日最大１時間降水量
（過去最大値との比較）

月最大２４時間降水量：３１５ｍｍ
(9月21日8時50分から9月22日8時50分まで)

mm 年月日 時分(まで) mm 年月日

輪島（ワジマ） 412
2024/9/22  8:10

(R6.9.22)
220

2005/6/28
(H17.6.28)

珠洲（スズ） 315
2024/9/22  8:50

(R6.9.22)
195

1997/6/29
(H9.6.29)

地点
今回の豪雨 これまでの1位の値

令和6年奥能登豪雨の概要

〇 ９月２１日から２２日にかけて、日本海の低気圧や前線に向かって南から暖かく湿った空気が流れ込んだため、大気の状態が非常に不
安定になり石川県能登では記録的な大雨となった。

〇 気象庁において、２１日９時００分時点で大雨の危険度が急激に高まっている線状降水帯の雨域（１０～３０分先の解析）を確認したこと
から、２１日９時７分に「顕著な大雨に関する石川県気象情報（第１号）」が発表され、浸水害による危険度がさらに高まったことから、２１
日１０時５０分には、輪島市、珠洲市、能登町に「大雨特別警報（浸水害）」が発表された。この期間の日最大１時間降水量は輪島で１２
１ｍｍ（９月２１日）、珠洲で８４．５ｍｍ（９月２１日）、月最大２４時間降水量は輪島で４１２ｍｍ（９月２１日８時５０分から９月２２日８時５
０分まで）、珠洲で３１５ｍｍ（９月２１日８時５０分から９月２２日８時５０分まで）となり統計開始以来１位となった。

9



令和6年奥能登豪雨における支援事例 ～防災道の駅「のと里山空港」～

〇 消防や自衛隊が「道の駅」を含む空港内の駐車場を救助活動等の拠点として利用。
〇 日最大で関係者約３８０名、関係車両約１２０台が利用し、救助活動等を支援した。

消防利用状況

自衛隊利用状況

のと里山空港

のと里山空港

消防利用状況

道の駅区域
駐車場利用箇所
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〇 被災地への支援物資の一時集積場所として、防災道の駅「あらい」が物資輸送拠点の役割を担っ
た。

〇 支援物資は、新潟県の道の駅「クロステン十日町」の駅長が発起人となり、駅長同士のつながりで
支援を呼びかけ、被災地である石川県珠洲市内の道の駅「狼煙」及び「すずなり」に運搬した。

〇 能登半島地震の際の経験から、「水は小瓶が配布し易い」「紙皿や紙コップが便利」など、被災地
ニーズを考慮した物資の提供を呼びかけた。

あらい

すずなり

狼煙

令和6年奥能登豪雨における支援事例 ～防災道の駅「あらい」～

【主な支援物資】
・飲料水（500ML）
・カップ麺
・紙コップ、紙皿
・タオル など

支援物資集積
※道の駅「あらい」

積み込み

支援物資搬入
※道の駅「すずなり」

運 搬

支援物資搬入
※道の駅「狼煙」

集積
運搬
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出典：内閣府（令和６年能登半島地震を踏まえた災害対応検討ワーキンググループ） 12



「防災道の駅」どうしの連携強化

○ 能登半島地震において、県境を越えた「道の駅」どうしの広域的な支援が見られた
が、駅長どうしの属人的な協力により行われた支援であり仕組み化が必要

〇 「防災道の駅」についても追加選定を進め、県境を越えるような、より広域の防災拠
点としての役割を持たせていく方針

〇 これらを踏まえ、今後災害時の支援活動を円滑にするため、平時より「防災道の駅」
間のネットワークを構築する。

『「道の駅」第3ステージ中間レビューと今後の方向性』の記載

（道の駅「みえ」大分県豊後大野市）

（道の駅「しょうなん」千葉県柏市）

被災地支援として取寄販売を実施
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「防災道の駅」ネットワーク（案）

○ 全国版及び地方ブロック版の「防災道の駅」ネットワークを構築することにより、「防
災道の駅」の駅長や運営管理の責任者間の関係を強化する。

〇 災害時に現場の責任者（駅長等）の判断と連携により機動的に対応することで、広
域的な支援の実効性を高める。
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地方ブロック版全国版

地方ブロック道の駅連絡会（または地方整備局）の呼
びかけにより『地方ブロック「防災道の駅」ネット
ワーク』を設置

○○防災道の駅ネットワーク

A駅 B駅 C駅 ・・・

県・設置者（自治体）とも連携

地方整備局のサポート
（ネットワークの構築／知見の共有／災害情報の提供等）

全国道の駅
連絡会

地方
版

地方
版

地方
版

地方
版

地方
版

地方
版

地方
版

地方
版

本省のサポート
（ネットワークの構築／知見の共有／災害情報の提供等）

幹事駅長等

地方
版

※防災道の駅以外で、防災上主体的な役割が期待される駅の参加も可

全国道の駅連絡会の呼びかけにより『全国「防災
道の駅」ネットワーク』を設置



多様な主体との連携
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日本風景街道との連携
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○ 日本風景街道と連携し、令和６年４月に、『道の駅』健活プロジェクトの一環として、健
康増進イベント（ウォーキングイベント）を開催

〇 「道の駅」を拠点とした地域住民等との協働を通して、地域住民の生活拠点としての重
要な役割を果たす。

○ 令和６年11月には、奥能登絶景海道の復興を支援するため、全国の「道の駅」におい
てチャリティーカレンダーの販売を開始

健康増進イベントの開催 奥能登絶景海道復興支援カレンダーの販売



バスタ新宿との連携

○ （株）ゼンリンと連携し、フリー
ペーパーの中でバスタ新宿から
能登半島の「道の駅」への旅行
を促進する記事を掲載

フリーペーパー「道の駅」旅案内
（北陸版R6秋冬号）
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